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米子城ダイヤモンド大山観望会を実施します
１年で６日しか見られない奇跡の絶景

テレビ番組内で「一度は行きたい絶景の城」として評価された米子城！
米子城跡から見るダイヤモンド大山（大山の山頂から昇る朝日）は、10月
22日前後と２月20日前後の 6日間しか見られない奇跡の絶景です。
この絶景を皆さんに楽しんでもらうため、観望会を開催します。
■と き　10月21日（土）、22日（日）（日の出時刻 午前６時17分ごろ）
※当日の天候により内容の変更や中止をすることがあります。

■観望場所　史跡米子城跡天守台（日の出時刻までにお越しください）
▶登城口から天守台までは、徒歩約20分です。
▶歩きやすい靴で、懐中電灯をお持ちになってお越しください。
▶駐車場は市役所東側有料駐車場をご利用ください。（無料処理します）
▶日の出後、武者隊の演武等を予定しています。

問文化振興課（☎ 23－5437 23－5414）

新しい国際交流員が就任しました
中国・河北省邢台市出身の郝 玉良（カク ギョクリョウ）さんが、８月９日に国際交流員に就任しました。
中国から国際交流員を迎えるのは 3年４か月ぶりで、友好都市の保定市をはじめとした中国関係機関との連絡
調整や、小・中学校や公民館などでの講演・講座など、米子市の国際交流業務に携わります。
問まちづくり企画課国際交流室（☎ 23－5272 23－5568）

33年前に保定市との友好都市締結記念で植えられた
牡丹の前で（市役所本庁舎前）

米子城跡から見るダイヤモンド大山
（令和４年10月　撮影：岡雄一）

【米子城特設サイト】
過去のダイヤモンド大山
の写真を見ることができ
ます！
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65歳以上の方の
ボランティア活動を応援！

フレイル予防にも！

ご自身のフレイル予防、社会参加や地域貢献による
生きがいづくりのために、ボランティア活動に参加
してみませんか？
介護支援ボランティア制度により、皆さんのボラン
ティア活動への参加を応援します。
■対 象
　満65歳以上で、要支援・要介護認定のない方
■内 容
①事前に申請しボランティア手帳の交付を受ける
②指定活動施設でボランティア活動に取り組む
③１時間で１ポイント獲得
④年度内に10ポイント以上獲得すると、１ポイ
ント100円と交換可能（最大5,000円）

■ボランティア活動の例
お茶出し、施設利用者の話し相手、軽作業など
※ボランティア活動の内容は施設ごとに異なりま
すが、活動前に相談できます。

問米子市ボランティアセンター
（☎ 23－5455 37－3855）※水曜日休館

米子市国際観光案内所
リニューアル！

米子市国際観光案内所は、米子駅１階にリ
ニューアルオープンしました。
既存の「鉄道のまち米子」のイメージを継
承しながら、当地の魅力である「米子城跡」
の石垣などをモチーフとした内装、スマー
トな接客を実現する空間動線と家具システ
ムを配置した設計となっています。
市内観光に便利なレンタサイクルや手荷物
預かりサービスをはじめ、熟練のスタッフ
が山陰の旅をエスコートします。山陰観光
の際は、ぜひお立ち寄りください。
問米子市国際観光案内所（☎ 22－6317）

山陰の旅をエスコート

すべての拉致被害者の一刻も早い帰国実現をめざして
拉致問題の解決に向けての機運を高めるために

拉致問題を許さないという皆さんの声が何よりも強い力となり、拉致問題の早期解決につながります。
すべての拉致被害者の一刻も早い帰国が実現することを願い、次の催しを開催します。

■拉致問題の早期解決を願う国民のつどい in 米子
▶と き　10月15日（日）午後１時30分～３時30分
▶ところ　米子コンベンションセンター　国際会議室
※入場無料、申し込みが必要です。

▶講演「拉致の真相と解決への道」
講師：蓮池 薫さん（拉致被害者・新潟産業大学特任教授）

▶拉致被害者ご家族の訴え
松本 孟さん（米子市で拉致された松本京子さんの兄）

▶特定失踪者ご家族の訴え
▶帰国を願うコンサート（ゴスペルオーブ）

■拉致問題啓発パネル展
▶と き　10月17日（火）～ 22日（日）

午前８時30分～午後５時
※ 10月21日は、46年前に米子市出身の松本 
京子さんが拉致された日です。

▶ところ　ふれあいの里　１階　喫茶スペース
問人権政策課（☎ 23－5416 37－3184）



市からのお知らせ
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人権（ヒューマンライツ）について考えます

ヒューマンライツ
～みんながしあわせな社会をめざして～

問 人権政策課（☎ 23－5415 　37－3184）

145か国中 125位
～ジェンダー・ギャップ指数～

　145か国中 125位。これは、スイスの非営
利財団「世界経済フォーラム」が公表している
日本の「ジェンダーギャップ指数」の順位です。
指数は、男性に対する女性の割合を示し、０が
完全不平等、１が完全平等となります。
　日本は、「教育（0.997）」と「健康（0.973）」
は高い値ですが、「経済参画（0.561）」と「政
治参画（0.057）」が低くなっています。
　特に「政治参画」は、146か国中138位と非
常に低くなっています。この状態を是正するた
め、女性の考え方が政治や行政に正しく反映さ
れる取り組みを進めていく必要があります。

コンビニ交付の証明書が増えます
コンビニエンスストアなどに設置されているマルチコ
ピー機で、11月17日（金）から、新たに次の証明書が取
得できるようになります。なお、利用するには、マイナ
ンバーカードと暗証番号（数字４桁）が必要です。
■新たに取得できる証明書
▶マイナンバー記載の住民票の写し
本人または同一世帯員の現在のものが取得できます。

▶市外在住者で本籍地が米子市の方の戸籍証明書及び
戸籍の附票の写し
本人または同一戸籍に記載されている方
の現在のものが取得できます。取得には
事前に利用登録が必要です。くわしくは
市ホームページをご確認ください。

■コンビニ交付を動画でわかりやすく説明しています！
コンビニ交付の際の機械
の操作方法などを米子市
職員が紹介しています。
操作は簡単ですので、ぜ
ひご利用ください。

■システム更新によるコンビニ交付の停止期間
コンビニ交付サービスの拡大に伴い、システム更新作
業のため、次の期間はコンビニ交付を停止します。
ご不便をおかけしますが、ご理解のほど、よろしくお
願いします。
▶停止する期間
◇ 10月18日（水）午後１時～ 11時
◇ 10月19日（木）午前６時30分～午後11時
◇ 10月20日（金）午前６時30分～午後６時
◇ 11月15日（水）～ 16日（木）
いずれも午前６時30分～午後11時

▶コンビニ交付を停止する証明書
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書、戸籍
の附票の写し、所得（課税）証明書

問市民一課（☎ 23－5144 23－5398）

―すべての拉致被害者の一刻も早い帰国実現をめざして―　<県民メッセージ抜粋>

ご家族の長い長い年月を思います。一日も早い解決を願っています。

ジェンダー・ギャップ指数 2023年

公益財団法人鳥取県市町村振興協会



No.64きのこ王国マヨ和え

作り方（所要時間約20分）
① ぶなしめじとえのきたけは石づきを落とし、え
のきたけは半分の長さに切り、それぞれほぐし
ておく。

② 鍋に①とAのしょうゆを入れて絡め、ふたをし
て弱火で煮含めて下味をつけて、冷ましておく。

③ チキンハムは１㎝幅の短冊切りにし、きゅうり
は３㎜の輪切りにして、塩もみをして軽く水気
をきっておく。ブロッコリーは食べやすい大き
さの小房に切り分けて、ゆで、冷ましておく。

④ ②と③の材料を合わせ、Bの調味料で和える。

今月のひとくち食育
鳥取県はきのこの栽培も盛んで、別名「きのこ王
国」でも有名ですね。きのこをしょうゆで煮含ませ、
マヨネーズで和えることで、きのこが苦手なお子
さんでも食べやすくなります。食物繊維が豊富な
きのこをしっかり食べてほしいですね。
問学校給食課（☎ 33－4751 33－4757）

City Information
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米子市営住宅入居者募集
■所在地、規格、家賃など

住宅名（所在地） 部屋番号 間取り 家賃月額

大工町住宅
（大工町）

103
単身・高齢者等

1K
9,200円
～15,700円

冨士見町住宅
（冨士見町）

601
世帯向

3LDK
19,400円
～32,500円

陰田町住宅
（陰田町）

704
世帯向

3LDK
25,600円
～50,300円

■受付期間　10月２日（月）～６日（金）
■受付場所　住宅政策課（糀町庁舎１階）

※住宅政策課は糀町庁舎１階に移転します。
淀江支所地域生活課（淀江支所１階）

■必要書類　マイナンバーがわかるもの、本人確認書類
※申込理由により添付書類が必要な場合があります。

■入居可能予定日　11月１日（水）
※入居手続きには、保証能力のある連帯保証人１人と
敷金として家賃３か月分が必要です。

問住宅政策課（☎ 23－5263 23－5396）

材料（４人分）
チキンハム…30g ブロッコリー…1/2 株
ぶなしめじ…30g マヨネーズ…大さじ２
えのきたけ…30g しょうゆ…小さじ1/3
Aしょうゆ…小さじ１ こしょう…少々
きゅうり…１本 食塩（塩もみ用）…少々

B

米子市学校給食キャラクター

こめ太 こめ子

飲酒運転を根絶しましょう
飲酒運転は、悪質・危険な犯罪行為であり、交通死亡事
故等の重大な事故につながる恐れがあります。根絶する
ためには、一人ひとりの意識改革と取り組みが必要です。
■運転者の方は
①飲酒運転は危険な行為であることを認識して、飲酒
運転は「絶対にしない」という意識を持ちましょう。

②飲酒を伴う会合には車ではなく公共交通機関を利用
しましょう。やむを得ず車を利用する場合には、運
転代行業者を利用しましょう。

③二日酔いによる飲酒運転を防止するため、飲酒時間
や飲酒量を考慮しましょう。

■同伴者の方は
①自動車で飲食店等に行き飲酒する場合は、ハンドル
キーパーを設けましょう。

②飲酒した後に車両を運転しようとする者には、車両
を提供しない・同乗しないことを徹底しましょう。

■家庭・地域では
飲酒運転は、危険な行為であることを話し合い、家庭・
地域から「飲酒運転をしない・させない・ゆるさない」
という飲酒の根絶に向けた環境を作りましょう。

■酒類提供者の方は
運転者へ酒類提供をせず、ハンドルキーパーを設ける
か運転代行業者を利用するように呼びかけましょう。

問地域振興課（☎ 23－5371 23－5568）


